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4 街 路樹に発生する害虫類の被害状況

県下の街路樹にはサクラ、プラタナス、ケヤキ、

ユリノキ、イチ ョウ、コブシ (タムシバ)な ど、

数多い樹種が使われている。近年、これら街路樹

に毎年発生している害虫 3種 を取 り上げ被害の状

況を解説 し、昨年行ったユリノキヒゲナガアブラ

ムシの防除試験の結果を紹介 して、街路樹の害虫

防除対策の一助 としたい。

内 容

(1)チ ャドクガ Euproctis pseudoconspersa

チョウロドクガ科の昆虫。本州以南の日本各地

に分布 し、年 2回 発生し、卵で越冬する。加害樹

種はツバキ、サザンカ、チャで、若齢幼虫は葉の

裏に群生 してお り、被害の初発が分か りにくく、

食害された葉が広範囲に自く透けてきて気がつ く

ことが多い。また、代表的な毒ガである。llF塊、

幼虫、まゆ、成虫とも毒針毛を持ってお り、特に

幼虫の背面には50万本もの微細な毒針毛が群生 し

ている。毒針毛が皮膚に触れたり、刺さつた りす

ると皮膚炎を発症 し、激 しい痒みに悩まされる。

耕極的な防除対策として、勇定を適正に行い、風

通しを良 くして産卵を少なくする。卵塊を見つけ

たら切除して殺すのも有効である。防除薬剤 とし

ては樹木類のチヤ ドクガに対 して トレボン乳剤

4,000倍の登録がある。

(2)プ ラタナスグンバイ COrythucha ciliata

カメムシログンバイムシ科の昆虫。2001年確認

された侵入害虫で名前が示すとおリプラタナス (ス

ズカケノキ科)を 主に加害するが、他にクルミ科、

ブナ科、クワ科、カエデ科、モクセイ科などの広

範な樹木に寄生する。年 3世 代繰 り返 し、プラタ

ナスなどの樹皮下で成虫越冬する。

成虫、幼虫ともに葉裏に寄生 して吸汁する。吸

汁により葉の表面に脱色斑が現れ、寄生が多いと

葉が由化～黄白化する。多発 した場合には樹全体

の葉が自化 し、葉裏は黒い粘着質状のりF泄物によ

る汚れが加わり、美観が著しく損なわれる。防除

薬剤 としては樹木類のグンバイムシ類に対 してス

ミチオン乳剤1,000倍の登録がある。

(3)ユ リノキヒゲナガアブラムシ1llnoia llhodendrl

ヨコバイ亜ロアプラムシ科の昆虫。海外からの

侵入害虫でユリノキに寄生する。普通樹高の高い

ユリノキに寄生 しているこのアブラムシの被害を

気にかける必要は少ないが、公園内に植栽される

ことが多い樹なので、ユリノキの木陰に停車中の

車が櫛上のアブラムシの甘露でべたべたになった

被害が報告されている。参考までに表に2007年に

実施 した樹幹打ち込み剤であるオル トランカプセ

ルの防除効果を紹介する。処理 5日 後には防除効

果が現れ、以降、21日間発生を抑制 し、高い防除

効果が認められた。現在はまだ未登録であり使用

はできないが、登録されると有力な防除方法であ

る。
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オ ル トランカプセ ル に よるユ リノ■ ヒゲ ナ ガア ブラム シ の 防 除 効 果
1 葉 当 た り の 寄 生 虫
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